
            

 

 

 

 

 

 

 

 

登野城小学校 古謝広貴教諭 ２年 Eゲーム領域「ボール運び鬼」の授業参観を通して 
各部会統括 金城一機（体育科指導コーディネーター） 

  率直にとてもいい授業を参観させていただきました。ありがとうございました。何が良かったのかを全てお伝えでき

ないのがもったいないですが、本研究会で重点を置いている、「表現」「する、みる、支える、知る」について感じたこと

報告いたします。 

１ 「表現（伝え合い）」を活発にさせるために 

  

 

 

 
話し合いがうまくいくための手立てとして・・・ 
★声かけをよくするために子どもたち自身に意識化させる取り組み。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 八重山地区小体研研究テーマ 
ゲームにおける思考力・判断力・表現力を育む指導方法の試み 

～ボール運び鬼における学習過程の工夫と学び合い活動を通して～ 

 

「〇〇は足止めしよう」 

「〇〇と〇〇がおれをかくして」 

「はじっこにいるときは、 
相手をよけるために前を見ていてよ」 

ここがすごい！！ 

○各グループの体育リーダー（ファシリテーター）が、役

割や指示などをしていました。 

○ホワイトボードを活用して、動きの確認をしていまし

た。また、それを実際に動きながら確認するグループも

ありました。 

○「～～だから〇〇したほうがいいかも」などの根拠を

明確にして話していました。 

○チームカードを基に話し合い活動や、声かけのポイン
トを再確認していた。困ったら、チームカードを振り返るこ
とで話し合い活動がスムーズだった。 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

○掲示物などで声かけやアドバイスに
ついての視点を持たせる取り組み。 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 

 



授業で見えてきた広貴先生の学級経営の土台。 

①話すときには聞く姿勢を待つ（聞く姿勢） 

②良かったところをしっかりと褒める（価値づけ） 

③今日のMVPの発表（外発的動機付け） 

④登野城小で統一している発表の手立てとして「話し合い達人」（話型） 

 

振り返りでは・・・ 

・学級の３分の１以上が振り返りを発表していました。（普段はもっと多いそうです。） 

・当たり前に、話し手にへそを向ける。 

・全員が拍手をする。（最後の方の発表者ぐらいになると拍手も減るかと思いきや、素晴らしい拍手で称賛する子どもたち。） 

・最後には広貴先生から、「いい振り返りができていたね。具体的なフェイントのことや、声かけがあったのでいいなと感じま

した。でも先生が嬉しいのは、勝っても負けてもしっかり相手チームに拍手し、頑張ったねという言葉がでてきたことです。と

ても素晴らしかったです。」と今日の子どもたちの良い点や、体育の「態度」についての価値づけがあった。 

 

２ 学習指導案に『する、みる、支えるし、しる』の学習活動についての明記 

 ｢小学校学習指導要領解説 体育編｣の大きな改訂ポイントである『「する、みる、支える、知る」のスポーツとの多

様な関わり方』を意識させるための意図的な取り組みが明記されていました。 

するだけではなく、みる（ICT により他チームのいいところをみる等）、支える（審判や得点係、準備片付けなどの

運営面等）知る（特性や行い方を知る等）を位置付け、子ども達に価値づけるための声かけや指導がありました。そ

の成果もあり、どの子も自分の役割に責任や自信を持ちながら取り組み、メリハリのある行動がみられました。 

 
 

〇〇さんが、試合に負けたけど 
「頑張ったね」と言ってくれたことが嬉しかった。 

古謝広貴先生作成 学習指導案より抜粋 

これはマネしたい！！手軽で 

よりゲームを楽しく、活発に 

○大きいボールは３点。 

 

 

 

 

 

 

３点をとるために 

より作戦が具体的になる。 

【授業参観を通して』 

 学級経営の良さが反映された授業でし

た。教師の指示や仲間の話しを聞く態度、

機敏な行動、試合のマナーなど、体育の授

業の土台を学ぶことができました。また、

場の設定にも工夫がちりばめられており、

それが児童の楽しい運動につながっている

様子でした。参観を通して学んだことを生

かし、日々の授業改善につなげていきま

す。    登野城小 田島心気朗教諭 


